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東証プライム市場の上場維持基準の適合に向けた計画書 

当社は、2024年12月31日時点において、東証プライム市場の上場維持基準に適合しない状態となったこと

から、下記のとおり、上場維持基準の適合に向けた計画書を作成しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の 2024 年 12 月 31 日時点における東証プライム市場の上場維持基準への適合状況は、以下のとおりと

なっており、「流通株式時価総額」については基準に適合しておりません。 

当社は、流通株式時価総額について、2026 年 12 月末までに上場維持基準に適合するため、下記および別紙

の通り各種取組を進めてまいります。 

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 
流通株式比率 

当社の状況 

（基準日時点） 
4,974人 69,287単位 67億円 58.9％ 

上場維持基準 800人 20,000単位 100億円 35.0％ 

計画期間   2026年 12月末  

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出を

行ったものです。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針、課題及び取組内容 

流通株式時価総額100億円以上の実現に向けて、まずは収益性改善による親会社株主に帰属する当期純利益

の最大化に取り組みます。また、市場との対話の機会を充実させ、当社の人的資本に基づく事業成長性の発信

を通じてPERの向上も並行して働きかけてまいります。 

親会社株主に帰属する当期純利益の最大化につきましては、ハンズオン経営執行支援、製造業系の包括業務

変革型支援、ならびにM&A事業の回復等、堅調なオーガニック成長により利益を増進してまいります。また、

当社ソリューションの更なる成長に資する事業群へのM&A及びロールアップ投資を適正なレバレッジの活用下

で推進し、株主価値を高めてまいります。 

PER の向上につきましては、機関投資家との IR・SR ミーティングの充実、IR 開示内容の充実を通じて、当

社の事業成長性をより正しく評価いただける働きかけを行ってまいります。 

 

詳細につきましては、添付した「東証プライム市場の上場維持基準の適合に向けた計画書」に記載のとおり

です。 

以 上 
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当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間
当社の2024年12月31日（基準日）時点におけるプライム市場の上場維持基準への適合状況は下記の表の通りです。
上場維持基準6項目のうち5項目は充たしているものの、「流通株式時価総額」が67億円と基準（100億円以上）を充たしておりません。
当社は、流通株式時価総額の基準に関し、2026年12月末までに上場維持基準を充たすため、各種取組みを進めて参ります。

流通株式
比率

流通株式
時価総額流通株式数株主数

58.9%67億円69,287単位4,974人当社の状況
（基準日時点）

35.0％100億円20,000単位800人上場維持基準

〇基準未達項目

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出を行ったものです。
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ハンズオン経営執行支援、製造業系の包括業務変革型支援、ならび
にM&A事業の回復等、堅調なオーガニック成長により利益を増進する

機関投資家とのIR・SRミーティングの充実、IR開示内容の充実を通じて、
当社の事業成長性をより正しく評価いただける働きかけを行う

当社ソリューションの更なる成長に資する事業群への戦略的M&A及び
ロールアップ投資を、適正なレバレッジの活用下で推進し、株主価値を
高める

上場維持基準の適合に向けた取組方針
流通株式時価総額100億円以上の実現に向けて、まずは収益性改善による当期純利益の最大化、EPSの最大化に取り組む。また、市場対話機会を
充実させ、当社の人的資本に基づく事業成長性の発信を通じてPERの向上も並行して働きかけを行う。

流通株式
時価総額

100億円以上

PER

当期純利益

1 オーガニック成長による業績伸長

3 IR・SRを含む株主還元策の拡充

2 戦略的M&Aによる株主価値向上
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1. オーガニック成長による業績伸長見込み
コンサルティング及びM&A支援の成長及び生産性向上、ならびに投資子会社フロンティア・キャピタル㈱（以下「FCI」）の収益改善等により、税引後当
期純利益の拡大を見込む。

（親会社株主に帰属する当期純利益／百万円）
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2025年度予想 コンサル案件増 全社生産性向上 M&A売上伸長 FCI収益改善 2026年度予想

ALL連結
100

ALL連結
980

売上拡大
+350

単価・稼働増
+150

売上拡大
+160

FCI除連結・2025年度業績予想
売上94億円比+17.5%成長*

経費縮小
+90

FCI経費減**
+130

*売上増加等に伴う人件費及び変動費控除後の税引後貢献利益 **FCI 2025年度の一過性取引費用減少分を計上
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2. 戦略的M&Aの推進
適正なレバレッジを活用し、株主価値の拡大貢献する事業（群）を当社グループに組み入れ、EPSのさらなる引き上げを図る。

1

2

会計税務・知財・経営管理系
中堅・独立系ブティックファームM&A
商圏拡大、競争力向上の資本業務提携
グローバルを含むソリューション対応力拡大

デジタル・AI・ITシステム戦略系
ブティック系コンサルティングファームM&A
大手資本子会社との資本業務提携
HR／リーガル／財務テックも視野

3

PR・メディア戦略系
パブリシティ＆ブランド戦略ファームM&A
成長性志向及び事業承継の売却受け皿

4

人財マネジメント戦略系
HRテック戦略ファームM&A
セレブレイン社を軸とするロールアップ推進

クライアント
企業価値向上

ハンズオン
経営組織変革

M&Aアドバイザリー

DXを含む
包括業務変革

企業再生支援

主たるM&A対象領域 既存ソリューション 提供価値の増幅

相乗効果
案件単価
支援規模
人的資本
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3. IR・SRを含む株主還元策の拡充
FCI除連結ベースの親会社株主に帰属する当期純利益に対する配当性向40％を維持しつつ、投資家説明と株主優待の充実を図る。

投資家説明対応等の推進配当性向

英語による情報開示義務化への対応

機関投資家 One on oneミーティング実施

リアルまたはオンラインによる会社説明会開催

サステナビリティ、DE&I推進への取組み

株主優待制度の充実

機関
投資家

個人
投資家

親会社株主帰属 当期純利益（FCI除連結）

40%
フロンティア・キャピタル（FCI）の損益や投資有価証券
評価損等のキャッシュの移動を伴わない損益の影響を控
除した、資金的裏付けのある損益を基に配当額を決定

機関投資家 IRミーティング実施 毎四半期
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